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Sun Fire エントリレベルミッドレン
ジシステムファームウェア 5.20.1 
のご使用にあたって

本書では、Sun Fire E2900、Sun Fire V1280、Netra 1280、および Netra 1290 システ
ムのファームウェア release 5.20.1 に関する一般的な情報と、システムの制限事項に
ついて説明します。本書は『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムファーム
ウェア 5.20.0 ご使用にあたって』(Part No. 819-5584-10) に代わるものではなく、こ
れを補足するものです。

本書では、次のトピックについて記載します。

■ Sun Fire エントリレベルミッドレンジ (E2900/V1280/Netra 1280/Netra 1290) シ
ステムのファームウェアのマニュアル

■ 5.20.1 Release で導入された機能
■ 一般的な情報
■ Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムの既知の制限事項

Sun Fire エントリレベルミッドレンジ 
(E2900/V1280/Netra 1280/Netra 1290) 
システムのファームウェアのマニュアル

■ 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム管理マニュアル』(Part No. 
819-5593-10)

■ 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムコントローラコマンドリファ
レンスマニュアル』(Part No. 819-5589-10)

■ 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムファームウェア 5.20.0 ご使用
にあたって』(Part No. 819-5584-10)
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5.20.1 Release で導入された機能
この節では、Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムでの 5.20.1 Release の新
機能について簡単に説明します。

5.20.1 でのコマンドの追加または変更

5.20.1 では、次の SC コマンドが変更されました。

■ setupsc – Enable Memory Page Retirement オプションが変更されました。
デフォルト値が true になりました。

このコマンドの詳細は、『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムコントロー
ラコマンドリファレンスマニュアル』の説明を参照してください。

一般的な情報
この節では、エントリレベルミッドレンジシステムに関する一般的な事項の概要につ
いて説明します。

ファームウェアのアップグレードおよびダウング
レード

ファームウェアの更新手順 (アップグレードおよびダウングレード) は、『Sun Fire 
エントリレベルミッドレンジシステム管理マニュアル』に記載されています。

Sun Fire エントリレベルミッドレンジシ
ステムの既知の制限事項
この節では、重大な影響を及ぼす可能性のあるバグについてのみ説明します。
README ファイルには、Sun の内部だけで検出されたバグも含めて、すべてのバグ
の一覧が記載されています。
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DR を実行してシステムボードのドメインへの組
み込みを解除したあとでも、prtdiag でそのボー
ドが表示される (CR ID 6298989)
UltraSPARC IV+ プロセッサを搭載するボードを DR を使用してドメインから構成解
除したあとでも、prtdiag ではそのボードがまだドメイン内にあるように表示され
ます。psrinfo コマンドを実行すると、ボードがそのドメインに存在しなくなった
ことが正しく表示されます。

回避方法: この問題は、Solaris 10 1/06 release で解決されています。ドメイン上で 
Solaris 10 3/05 release、Solaris 9、または Solaris 8 が動作している場合は、使用して
いるバージョンの Solaris OS に対応するパッチをインストールしてください。

■ Solaris 10 3/05: パッチ 118822-23 以降をインストール
■ Solaris 9: パッチ 117124-11 をインストール
■ Solaris 8: パッチ 111335-32 をインストール

これらのパッチは、http://sunsolve.sun.com から入手できます。

メモリーページリタイアメントのサポートは、デ
フォルトで有効になるべきである (CR ID 
6411108)
できるだけ多くのユーザーがこの機能を確実に利用できるように、現在この機能はデ
フォルトで有効になっています。ただし、使用しているシステムに 5.20.0 ファーム
ウェアがインストールされている場合は、5.20.1 ファームウェアをインストールして
もメモリーページリタイアメント機能の現在の設定は変更されません。この場合、機
能の現在の設定が disabled になっていると、この機能は無効のままになります。

この機能を有効にするには、setupsc コマンドを実行して Enable Memory Page 
Retirement オプションを true に設定します。詳細は、『Sun Fire エントリレベル
ミッドレンジシステムコントローラコマンドリファレンスマニュアル』(Part No. 
819-5589-10) を参照してください。

注 – mpr-support-enable の設定変更は、次に setkeyswitch off および  
setkeyswitch on のコマンドシーケンスを実行したあと有効になります。
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